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た総合目録は、途上国研究 とって基礎的参考資料であるが、アジ研設立当時、関連諸機関に分散所蔵された調査 資料の実態は十分に把握されていなかった。そのなかで、 『東南アジア統計資料目 』 （一九六〇年）と『イスラーム関係資料 合目録』（一九六一年）は、日本におけるアジア諸国の調査研究資料の所蔵状況を把握する最初の試みであった。当時、総合目録の編纂は予備調査に始まり、所蔵 から 録カードを収集するという非常に時間と労力を要する作業であった。 『東南アジア資料総合目録』 （一九六四年）全五巻は刊行に五年を要し、 『現代中国関係中国語文献総合目録』 （一九六七年） の場合 加えて、国交正常化前であることや漢字の簡略化が進むなど、当時の中国ならでは 困難さも
伴った。
企画から完成に至るまでに二〇年近い歳









































ス』 、 『アジ研ワールドトレンド』 どの定期刊行物や図書館関係雑誌においても実施されてきた。一九八二年九月号の『 ジ研ニュース』 から開始され、 現在も継続中の 「レファレンスコーナー」は、特定国・地域や特定主題に関する蔵書の紹介が行われている。同じ号からは 「アジア ・ アフリカ 新聞」が一九八四年六月号まで掲載された。続いて同年七月号からは「発展途上国の経済情
報誌」が一九九一年七月号まで五六回の長きにわたって連載された。その翌月号からは「発展途上国の統計資料」が一九九 年三月号まで三四回連載されている。『発展途上地域日本語文献目録』 一九八〇～一九九三年版、二〇〇〇～二〇〇四年版は、途上国に関する論文・記事情報を提供する書誌として活用された。一九八〇年以降、年々増えていく途上国関連の研究成果や情報を網羅するとともに、八 年版以降は著者名索引を掲載し、検索の便を図いる。採録件数は一九八〇年代 急速な伸びを見せ、八一年に四一五一点だったのが、八九年には七三七九点へと急 した。二〇〇〇年版以降は、単行 とその掲載論文、ならびに雑誌論文・記事を合わせ一万点から一万三〇〇〇点台で推移した。途中、中断した時期が六年間あったのは残念であるが、社会科学分野を網羅し、地域、主題別に分類された 覧性の高い目 なので、現在 も利用価値があると考える。アジ研図書館では、研究動向に常に留意
し、今後も特定地域や主題を対象にした文献目録・解題、資料紹介などを作成・出版するとともに、図書館ホームページ上にも資料情報を掲載していく予定 。
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